
全員初めての参加です。ネット検索で関東で
有名な花火大会って出てきたのでとても楽し
みにしてきました。3万発の花火の迫力を感
じ、おもいっきり楽しみました。

ふるさと
納税

（写真下段右）浅見茉椰さんと会社の皆さん
コロナで暗い 2 年間だったので、招待を受
けてとてもありがたく、仕事に対してのモチ
ベーションがあがるし、境町で働く素晴らし
さを感じています。

飯塚さんファミリー

花火が好きで長岡や、大曲にもいったことがあ
ります。有名な花火師さんが集うことが珍しく、
花火仲間でもここの花火大会が有名で、初めて
参加しました。本当によかったです！遠方なの
で車で来るのが大変でしたが、また是非来たい
です！色々な動物の花火が凄かったです！

静岡県
浜松市

米倉さんファミリー

花火大会に招待してもらえて嬉しいです。
花火大会自体が久しぶりなので、来年もま
た来たいです。

巾未来さんと中山紗良さん（常総市）

新成人

最高でした。毎年色々な所に花火を見に行っ
ていましたが、ここは初めてで、すごい大き
な花火で、1歳半の子どもも最後まで目をま
ん丸にして楽しんでいました。なんといって
もフィナーレが最高でした。

成田さんファミリー

千葉県　
八千代市

斉藤光星さん（写真右）

東京都
世田谷区

花火大会初めての参加です。花火特集を見て
3万発の文字に惹かれてきました。3年間で
きなかった分の花火師さんの想いが感じられ
ました。有料席でしたが、それ以上に期待を
上回る花火でした。途中赤い花火が散るよう
な花火では儚さを感じられ感動しました。

医療
従事者

花火と音楽の
組み合わせが
とても合って
いて良かった
です！

新成人

倉持祐介さん　野村綾さん　小野鼓太朗さん
感動しまし
た。良い夏
の思い出に
なりました
♪

こんなに素晴ら
しい花火大会に
招待していただ
き橋本町長に感
謝です！

3年前よりレベルアップしていてすごかったで
す！フィナーレが凄かったです！お母さんた
ちは泣いていました。やっぱり境はすごいなと、
境町に生まれてよかったです！

草間さんファミリー

境町

このような招待がなければなかなか参加でき
ないので、非常に嬉しいです。
3年ぶりの開催で、こんな大きな花火大会が
あるのがありがたいです。

安田誠司さん・恵美さん

保育
関係者

今までで 1番最高です！鳥肌が立って、花火
を見て初めて涙がでました。度肝抜かれたし、
感動しました。本当に綺麗で楽しかったです。
最後の 15 分間が最高でした。まるでゲーム
の世界みたいでした。

八千代 SS サッカー少年団の皆さん

八千代町

招待していただきありがとうございました。3
万発の花火や 2尺玉 5発、が夜空を彩り、4
大花火師による国内最大級の花火大会を正面
で見ることができとても感動しました。3年ぶ
りの花火大会とてもいい思い出になりました。

稲垣佑哉さんと大和田妃菜さん（小山市）

新成人

大学のサークルメンバーで声を掛けあってき
ました！ 1 番最後のフィナーレが素敵でし
た。花火の色が途中で変わってまたもとに戻
るような花火は初めてでした！花火の模様も
様々で、とても楽しめました。

福田俶さんとサークルメンバー

栃木県
宇都宮
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「花火大会はいかがでしたか？」
医療従事者・保育関係者・新成人・ふるさと納税寄付者・町内・町外来場者など多くの方が参加！　　　　　

interview

遠藤 彰子展

入館料：330 円 18 歳未満、65 歳以上は無料（年齢が確認できるものを提示）
各種障がい者手帳をお持ちの方と付き添い 1 名無料

1 月 5 日 木 ～ 2 月 26 日 日 10：00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）

休館日：月・火曜日、1 月 11 日（1 月 9 日は開館）
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粲寶美術館 information 茨城県猿島郡境町 1455-1 TEL:0280-23-4148

遠藤彰子《黄昏の笛は鳴る》ジグレー版画
（1991 年制作 500 号 油彩）© 遠藤彰子

同時開催         世界のこどもたちの絵画展

主催 境町役場※開始前に写真撮影された方も花火大会終了後に再度インタビューさせていただいています。


